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『
交
通
史
研
究
』
ご
執
筆
に
あ
た
っ
て 

 
 

交 

通 

史 

学 

会 

 

投
稿
規
程
二
で
示
す
原
稿
種
別
（
一
）
～
（
五
）
の
執
筆
に
お
い
て

は
、
投
稿
規
程
に
併
せ
て
本
記
事
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
あ
く
ま
で
会

誌
掲
載
に
お
け
る
書
式
の
モ
デ
ル
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
投
稿
・
寄
稿
の

際
に
は
各
自
で
表
記
方
法
を
統
一
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
掲
載
が
決
ま
っ
た
段
階
で
、
編
集
委
員
会
よ
り
表
記
方
法
に

つ
い
て
お
願
い
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

一 

原
稿
の
書
式
設
定 

１
．
デ
ジ
タ
ル
原
稿
の
場
合
：
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
（
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
や
一
太
郎
な
ど
）
を
用
い
た
原
稿
執
筆

を
推
奨
し
ま
す
。
原
稿
種
別
の
（
一
）
か
ら
（
四
）
ま
で
は
一
行

全
角
二
五
字
で
、
こ
れ
ら
以
外
は
全
角
二
七
字
で
、
書
式
を
設
定

し
ま
す
。 

２
．
手
書
き
原
稿
の
場
合
：
四
〇
〇
字
詰
め
ま
た
は
二
〇
〇
字
詰
め

の
縦
書
き
原
稿
用
紙
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
一
マ
ス
一
字
、
丁
寧

な
楷
書
で
記
述
願
い
ま
す
。 

３
．
章
立
て
の
階
層
の
表
記
：
一
、
（
一
）
、
１
の
順
と
な
り
ま
す
。

階
層
ご
と
に
施
す
小
見
出
し
は
、
次
の
と
お
り
に
表
示
し
ま
す
。 

（
１
）「
は
じ
め
に
」「
お
わ
り
に
」
を
含
む
一
、
二
、…

の
章
題
は
、

二
文
字
下
げ
、
直
前
に
一
行
空
白
を
設
け
て
入
力
し
ま
す
。 

（
２
）
節
に
相
当
す
る
（
一
）
、（
二
）
、…

の
題
は
、
全
角
一
文
字
下

げ
と
し
ま
す
。
章
題
に
続
け
て
す
ぐ
掲
げ
る
（
一
）
の
み
空
白

行
な
し
と
し
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
直
前
に
一
行
空
白
を
設
け

て
入
力
し
ま
す
。 

（
３
）
項
に
相
当
す
る
１
、
２
、…

の
題
に
つ
い
て
は
、
字
下
げ
な

し
、
一
行
分
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
ず
に
入
力
し
ま
す
。 

４
．
注
：
本
文
中
も
し
く
は
行
間
に
（
１
）
、（
２
）
、…

の
よ
う
に
番

号
を
順
に
示
し
た
う
え
で
、
本
文
末
尾
に
列
記
し
ま
す
。
出
典
の

表
記
は
原
則
的
に
、
著
者
名
、
論
文
名
ま
た
は
書
名
、
掲
載
誌
（
巻

号
）
ま
た
は
出
版
社
、
発
行
年
、
頁
数
の
順
に
記
載
し
ま
す
。 

５
．
文
字
お
よ
び
そ
の
サ
イ
ズ
：
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字

を
使
用
し
、
必
要
に
応
じ
て
ル
ビ
を
付
し
ま
す
。
文
字
サ
イ
ズ
は
、

原
稿
種
別
（
一
）
か
ら
（
四
）
ま
で
、
本
文
・
註
と
も
一
〇
・
五

ポ
イ
ン
ト
に
、
本
文
中
（ 

）
内
の
文
字
や
数
字
は
章
立
て
・
註
・

図
表
・
写
真
の
番
号
と
註
の
部
分
と
を
除
き
九
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。 

６
．
数
字
：
漢
数
字
を
用
い
、
原
則
と
し
て
次
の
と
お
り
表
記
し
ま

す
。 

（
１
）
万
の
位
以
上
は
単
位
語
を
入
れ
ま
す
。
四
ケ
タ
以
下
の
金
額
・

距
離
・
法
量
・
百
分
率
・
西
暦
年
数
な
ど
を
表
記
す
る
際
は
、
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単
位
語
は
用
い
ず
例
文
の
表
記
に
し
ま
す
。 

※
例
：
一
〇
九
万
六
三
〇
〇
円
／
一
〇
・
六
㎞
／
二
〇
一
四
年 

（
２
）
年
号
に
つ
い
て
は
、
元
号
表
記
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
初
出

箇
所
で
元

号
と

西

暦
を

対
照

で
き

る
よ

う
必
要
に
応

じ
丸

括

弧
で
補
い
ま
す
。
元
号
と
西
暦
の
順
序
は
問
い
ま
せ
ん
。
な
お
、

年
月
日
を
表
記
す
る
場
合
、
原
則
十
の
位
の
表
記
に
は
「
十
」

を
用
い
ま
す
。 

※
例
：
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
二
月
九
日
／
一
九
四
六
年
（
昭

和
二
十
一
）
十
二
月
二
十
五
日 

 

二 

史
料
な
ど
の
引
用 

史
料
な
ど
を
本
文
中
に
複
数
引
用
す
る
場
合
は
、
必
要
に
応
じ

【
史
料
１
】
【
史
料
２
】
（
明
朝
体
）
と
番
号
を
施
し
て
、
引
用
文

は
全
角
二
文
字
下
げ
で
記
載
し
ま
す
。
併
せ
て
、
本
文
と
の
間
に

は
空
白
の
行
を
入
れ
ま
せ
ん
。 

 

三 

図
・
表
・
写
真
な
ど
の
掲
載
指
示 

１
．
原
則
：
図
・
表
・
写
真
は
、
い
ず
れ
に
も
表
題
・
出
典
を
明
記

し
、
必
要
に
応
じ
説
明
文
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
い
ず
れ

に
も
挿
入
箇
所
を
原
稿
余
白
に
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。 

２
．
掲
載
時
の
書
式
：
図
・
表
・
写
真
な
ど
の
資
料
を
添
付
す
る
場

合
は
、
種
別
ご
と
掲
載
順
に
番
号
を
施
し
た
う
え
で
、
掲
載
位
置

の
指
示
を
原
稿
に
書
き
添
え
ま
す
。
た
だ
し
、
一
つ
の
種
別
で
一

点
の
み
の
場
合
、
種
別
を
表
示
す
る
の
み
と
し
、
番
号
ま
で
施
す

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
掲
載
資
料
の
表
題
に
つ
い
て
、
図
・
写
真

の
場
合
は
掲
載
資
料
の
下
に
、
表
の
場
合
は
上
に
（
典
拠
を
含
む

注
記
は
掲
載
資
料
の
下
に
）
、
か
つ
そ
れ
ぞ
れ
横
は
セ
ン
タ
リ
ン

グ
で
配
置
す
る
の
が
学
術
で
一
般
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
字
体
に
つ
い
て
、
表
題
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
、
典

拠
を
含
む
注
記
は
明
朝
体
で
、
そ
れ
ぞ
れ
設
定
し
ま
す
。 

３
．
本
文
中
の
番
号
表
示
：
掲
載
資
料
の
番
号
を
本
文
中
に
示
す
場

合
は
【
図
１
】【
表
１
】【
写
真
１
】（
明
朝
体
）
な
ど
と
表
記
し
ま

す
。 

 

四 

副
題
の
表
示
方
法 

 
 

研
究
論
著
の
副
題
は
、
原
則
的
に
「―

○
○
○
○
○―

」
の
ス

タ
イ
ル
で
表
示
し
ま
す
。
た
だ
し
、
外
国
語
の
研
究
論
著
を
含
め

異
な
る
ス

タ
イ
ル

を
採

用
し
て
い

る
資
料
を
参

考
に
す
る
場
合

は
、
元
資
料
の
ま
ま
転
記
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。 

 
五 

デ
ジ
タ
ル
原
稿
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト 

 
 

 
こ
こ
ま
で
の
ま
と
め
に
な
り
ま
す
が
、
ワ
ー
プ
ロ
で
執
筆
す
る

場
合
は
、
以
下
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
ど
お
り
、
文
字
の
配
列
、
注
の

表
記
な
ど
を
行
い
ま
す
。 
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［
参
考 

テ
ン
プ
レ
ー
ト
］ 

頭
注 

・
目
印
：
○
印
は
本
文
の
一
文
字
、
●
印
は
小
見
出
し
の
一
文
字
（
ゴ

シ
ッ
ク
体
）
、
◇
印
は
引
用
記
事
の
一
文
字
、
そ
し
て
□
印
（
赤
色
）

は
全
角
空
き
マ
ス
一
つ
を
示
し
ま
す
。 

 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
は
じ
め
に 

□
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○ 

○
○
○
○
○
○
。 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
一
□
●
●
●
●
●
●
●
● 

□
（
一
）
●
●
●
●
●
●
●
●
●―

●
●
●
●
●
●
●
●
●―

 

１
□
●
●
●
●
●
●
●
● 

□
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
、

（
１
）

○
○
○
○
（
○
○
○
○
○
○
）
○ 

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。

（
２
） 

【
史
料
１
】 

□
□
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇ 

□
□
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇ 

□
□
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇ 

□
□
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

（
３
） 

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○ 

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。 

２
□
●
●
●
●
●
●
●
● 

□
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○ 

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
（

（
４
）

【
表
１
】
参
照

）
。 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
お
わ
り
に 

□
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○ 

○
○
○
○
○
○
○
○
。

（
５
） 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
注 

（
１
）
新
城
常
三
「
律
令
制
的
交
通
よ
り
中
世
的
交
通
へ
」
（
豊
田 

□
□
武
・
児
玉
幸
多
編
『
交
通
史
（
体
系
日
本
史
叢
書
二
四
）
』
、 

□
□
山
川
出
版
社
、
一
九
七
〇
年
、
第
二
章
第
一
節
）
五
三
頁
。 

（
２
）
丹
治
健
蔵
「
近
世
荒
川
水
運
の
展
開
」
（
一
）
（
『
交
通
史
研 

□
□
究
』
第
二
〇
号
、
一
九
八
八
年
）
。
増
田
廣
實
『
商
品
流
通
と 

□
□
駄
賃
稼
ぎ
（
同
成
社
江
戸
時
代
史
叢
書
二
〇
）
』
（
同
成
社
、 

□
□
二
〇
〇
五
年
）
一
三
九
～
一
四
〇
頁
。 

（
３
）
○
○
○
○
博
物
館
所
蔵
『
○
○
家
文
書
』
所
収
「
御
用
日 

□
□
記
」
（
史
料
番
号
：
○
○―

○
○
）
寛
政
三
年
十
月
二
十
二
日 

□
□
条
。 

（
４
）
児
玉
幸
多
『
近
世
宿
駅
制
度
の
研
究
』
増
訂
版
（
吉
川
弘
文 

□
□
館
、
一
九
六
五
年
、
初
版
一
九
五
七
年
）
一
八
八
頁
。 
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（
５
）
同
右
、
五
二
五
頁
。 

（
６
）
前
掲
注
（
２
）
丹
治
論
文
、
三
頁
。 

（
７
）
（
財
）
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
編
『
千
葉
県
の
歴
史
』
資
料 

□
□
編
・
近
現
代
五 

産
業
・
経
済
二
（
県
史
シ
リ
ー
ズ
二
九
）
（
千 

□
□
葉
県
、
二
〇
〇
一
年
）
第
一
部
、
二
二
頁
。 

 

 
 

 

な
お
、
注
の
う
ち
文
の
か
た
ち
で
な
く
文
献
情
報
を
挙
げ
る
の

み
の
も
の
に
つ
い
て
、
最
後
に
句
点
を
付
け
る
か
否
か
は
、
全
体

で
統
一
さ
れ
て
い
れ
ば
い
ず
れ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。 

 

六 

査
読
が
つ
く
原
稿
に
お
け
る
投
稿
者
名
の
表
記 

１
．
原
則
：
原
稿
種
別
（
一
）
～
（
三
）
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
・
研

究
動
向
・
史
料
紹
介
・
書
評
の
投
稿
に
お
い
て
は
、
投
稿
規
程
三

―

２
で
、
査
読
者
が
投
稿
者
名
を
推
定
し
う
る
拙
稿
・
前
稿
・
拙

著
・
自
著
な
ど
の
表
記
、
お
よ
び
記
述
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
。
投
稿
者
が
基
礎
的
・
前
提
論
的
な
論
文
を
す
で
に
発

表
し
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
発
展
さ
せ
る
旨
を
本
会
に
投
稿
す
る
場

合
は
、
次
の
よ
う
に
工
夫
し
ま
す
。 

 

［
例
］ 

平
成
太
郎
が
投
稿
す
る
場
合 

…
…

こ
の
論
点
に
つ
い
て
、
平
成
太
郎

、
、
、
、
は、
○
○
○
宿
の
史
料
を
分
析
し

○
○
○
○
と
、
見
通
し
を
示
し
た
。

（
１
）

そ
れ
に
対
し
て
令
和
花
子
は
、
◇

◇

◇

宿

の

史

料

を

分

析

し

◇

◇

◇

◇

と

、

異

な

る

見

解

を

述

べ

て

い
る
。

（
２
）

そ
こ
で
本
稿
で
は…

…
 

  

注 

（
１
）
平
成
太
郎

、
、
、
、「
○
○
○
○
○
○
○
」（
『
○
○
○
研
究
』
第
○
○
号
、

二
〇
一
八
年
）
。 

（
２
）
令
和
花
子
「
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
」
（
『
◇
◇
雑
誌
』
第
◇
◇
号
、

二
〇
二
四
年
）
。 

 

右
の
よ
う
に
、
投
稿
前
に
公
表
、
、
済、
み
の
、
、
研
究
内
容

、
、
、
、
に
関
し
て
、

主
語
（
主
体
）
を
第
一
人
称
（
筆
者
・
私
）
か
ら
第
三
人
称
（
第

三
者
が
行
っ
た
よ
う
な
表
現
）
に
書
き
改
め
ま
す
。
併
せ
て
、
別

の
研
究
者
名
を
挙
げ
る
と
き
、
氏
な
ど
の
敬
称
は
つ
け
ま
せ
ん
。 

２
．
例
外
：
投
稿
で
新
た
に
公
表
す
る
こ
と
を
述
べ
る
部
分
、
な
い

し
自
身
の
既
発
表
論
著
・
作
品
を
注
で
一
つ
も
挙
げ
な
い
原
稿
の

場
合
は
、
主
語
を
第
一
人
称
（
筆
者
・
私
・
評
者
）
あ
る
い
は
「
本

稿
」
「
本
論
」
な
ど
と
表
記
し
て
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。 

３
．
付
記
：
投
稿
規
程
の
同
じ
項
で
は
、
付
記
を
投
稿
時
に
書
き
添

え
な
い
こ
と
も
求
め
て
い
ま
す
。
査
読
を
経
て
掲
載
決
定
後
、
本

会
編
集
委
員
会
に
提
出
す
る
最
終
原
稿
に
、
投
稿
規
程
二
で
示
す

原
稿
用
紙
枚
数
の
範
囲
内
で
書
き
添
え
る
の
は
構
い
ま
せ
ん
。 

（
二
〇
二
六
年
四
月
一
日
「
執
筆
要
項
」
よ
り
改
称
・
改
訂
） 


